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課題設定型産業技術開発費助成事業／カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発

石炭灰によるセメントレスコンクリート技術の実用化開発

連絡先：株式会社大林組 人見 尚
MAIL：hitomi.takashi@obayashi.co.jp

１．NEDO事業名（大項目:カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発/ 中項目:石炭利用環境対策事業 / 
小項目:石炭利用環境対策推進事業／石炭灰によるセメントレスコンクリート技術の実用化開発）

２．事業の目的・目標

３．成果

５．実用化・事業化の見通し
・ 技術のアピールを通じたコネクション構築
・ 大型供試体試作による実証
・ 学協会での普及・基準化の推進
・ これらを併せて2030年までの事業化

４．課題と今後の取組
・ コンクリート技術の完成 (可使時間確保)
・ ビジネスモデルの確立 (原材料から供用まで)
・ 生産体制の確立 (各製造段階・ロジスティックス)
・ 耐久性の評価 (水接試験・化学侵食試験)

石炭灰の結合材化・混練り用スラリー(助材)の作製 

ペースト試験による結合材としての評価

供試体作製による評価：フレッシュ状態
・コンクリート成型性を確保する

→ 練上り後の粘性を下げる
・ミキサーで混練り

ジオポリマーとの違い
・水ガラスなど溶液不使用
・石炭灰を摩砕し活性化
・石炭灰100％
（高炉スラグ不使用）

石炭灰の摩砕処理

・高能力摩砕装置を使用

Ex. 遊星型ボールミル)

・微粒化後も摩砕継続

・装置からのコンタミ小
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32.50 1397.2 42.2 467.8 

 

摩砕時間増⇒粘性の低下

供試体作製による評価：圧縮強度

・混練後→型枠に打込み(振動で締固め・脱気)
・型枠のまま2日保持・脱枠後5日間乾燥(40℃)
・材齢7日で圧縮強度試験
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・摩砕時間増→圧縮強度増
・摩砕時間6時間がピーク
・摩砕はやりすぎも良くない

コンクリート・モルタル化 (結合材を建材として )

モルタル：二次製品の試作

コンクリート：二次製品の試作

円筒供試体から鉄筋入り100Lクラスの供試体を作製

U字溝模擬試験体を作製 → 2025年度耐硫酸試験開始
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